
縁
故
・
地
域
関
係
者
蛭
田
党

蛭
田
栄
次

蛭
田
正

蛭
田
一

芳
賀
弘

蛭
田
晃

津
田
彰
夫

助
役
緑
川
渭
幸

収
入
役
鈴
木
英
亮

教
育
長
前
田
守
保

総
務
課
長
関
根
武
捷

生
涯
学
習
課
長
高
坂
幸
男

企
画
調
整
課
長
斎
藤
實

住
民
課
長
添
田
剛
弘

蛭
田
玄
仙
先
生
及
び
一
族
の
墓
碑
は
同
村
福
原
共
同
墓
地
に
あ
り
、

本
会
を
代
表
し
て
献
花
掃
苔
を
行
っ
た
。
ま
こ
と
に
小
さ
な
墓
碑
に

文
化
十
四
丑
棯

「
雲
誉
玄
薫
清
信
士
霊
位

正
月
初
三
萱
」

と
あ
る
。
左
の
拙
句
を
献
ず
る
。

○
三
尺
に
足
ら
ぬ
名
医
の
冬
の
墓
ひ
ろ
し

交
通
“
大
変
不
便
な
所
な
の
で
、
予
め
鮫
川
村
役
場
に
道
順
を
問
い

合
わ
せ
る
の
が
よ
い
。

鮫
川
村
役
場
（
生
涯
学
習
課
・
教
育
委
員
会
又
は
緑
川
助
役
）

共
催
京
都
医
学
史
研
究
会

と
き
一
九
九
六
年
五
月
十
九
日
（
日
）
午
前
九
時
半

と
こ
ろ
京
大
会
館

開
会
の
こ
と
ば
長
門
谷
洋
治

一
、
グ
レ
イ
解
剖
害
第
三
八
版
一
九
九
五
栗
本
宗
治
（
西
宮
市
）

二
、
京
都
癩
狂
院
長
高
松
舞
よ
り
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
癒
狂
院
長
へ
の

答
弁
害
ｌ
長
遠
寺
資
料
補
遺
Ｉ
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

三
、
ト
バ
・
バ
タ
ク
地
方
に
お
け
る
ラ
イ
ン
伝
道
会
の
医
療
活
動

安
田
純
一
（
西
宮
市
）

四
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
病
院

泉
彪
之
助
（
金
沢
市
）

五
、
坪
井
信
友
の
億
川
信
哉
宛
の
書
簡
○
中
山
沃
・
亥
野
彊
（
西
宮
市
）

六
、
「
饒
甥
雑
記
』
ｌ
長
崎
浩
斎
か
ら
佐
渡
三
良
へ
ｌ
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

七
、
医
家
先
哲
墨
跡
供
覧
ｌ
佐
藤
尚
中
・
長
谷
川
泰
・
吉
岡
彌
生
ｌ

杉
立
義
一
（
京
都
市
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
春
季
大
会

福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
赤
坂
中
野
字
新
宿
調
１
５
、
電
話

○
二
四
七
’
四
九
’
三
二
一
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
二
四
七
’
四
九
’
二
六

五
一
、
〒
九
六
三
’
八
四

（
蒲
原
宏
）
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八
、
三
宅
良
一
と
そ
の
交
友
録
か
ら
江
川
義
雄
（
廿
日
市
市
）

九
、
絵
葉
書
に
み
る
奥
村
良
筑
先
生
○
寺
畑
喜
朔
（
高
岡
市
）

奥
村
忠
（
武
生
市
）
・
長
門
谷
洋
治
（
堺
市
）

一
○
、
医
官
法
眼
山
脇
玄
致
門
人
帖
有
坂
隆
道
（
関
西
大
学
）

二
、
阿
知
和
五
郎
著
「
近
代
日
本
の
医
学
」
に
紹
介
さ
れ
た
山
脇
東

洋
像
に
つ
い
て
○
長
門
谷
洋
治
（
堺
市
）
・
坂
上
俊
之
（
城
陽
市
）

一
二
、
斎
藤
茂
吉
（
「
呉
秀
三
先
生
を
億
ふ
」
昭
和
七
年
）
に
み
る

「
狂
」
の
文
字
へ
の
お
も
ひ
に
つ
い
て
小
曽
戸
明
子
（
東
京
都
）

一
三
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
（
一
五
世
紀
～
一
八
世

紀
）
と
ギ
ル
ド
規
約
（
一
六
八
一
年
）
に
つ
い
て
石
田
純
郎
薪
見
女
子
短
大
）

一
四
、
ア
ン
ブ
ロ
ア
ス
・
パ
レ
と
江
戸
の
外
科和田
和
代
史
（
和
閉
篶
吏
料
館
）

特
別
講
演
〈
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
二
○
○
年
記
念
〉

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
業
績
と
伝
記
に
つ
い
て

大
阪
大
学
名
誉
教
授
加
藤
四
郎

閉
会
の
こ
と
ば
…
…
…
・
…
．
：
：
．
：
：
…
・
…
・
…
…
：
．
：
：
・
中
橋
弥
光

（
長
門
谷
洋
治
）

一
月
例
会
平
成
八
年
一
月
二
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
六
号
館
階
段
教
室

一
個
人
史
研
究
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
問
題
ｌ
討
論
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
試
論
Ｉ
岡
田
靖
雄

一
王
行
ｌ
中
国
古
代
医
学
の
枠
組
み
概
念
其
の
二
ｌ家
本
誠
一

二
月
例
会
平
成
八
年
二
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
室
町
～
江
戸
初
期
に
お
け
る
灸
技
術
に
つ
い
て
１
文
献
上

に
み
る
経
穴
の
用
い
方
Ｉ
角
谷
貞
雄

一
三
才
ｌ
中
国
古
代
医
学
の
枠
組
み
概
念
其
の
三
ｌ家
本
誠
一

函
幟
耗
綜
擢
鍔
唾
奉
研
窄
却
合
同
例
会
平
成
八
年
三
月
二
十
三
日
（
土
）

一
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
器
械
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
飯
田
収

一
ビ
デ
オ
供
覧
「
遙
か
な
る
ア
ル
ス
タ
ー
マ
ン
ｌ
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
の
こ
と
」
解
説
酒
井
シ
ヅ

四
月
例
会
平
成
八
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
住
友
銅
吹
所
見
物
と
饗
応
・
贈
答
片
桐
一
男

例
会
記
録
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